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９月２５日（火） 

５年稲刈り体験 

 

６月
がつ

に田植
た う え

えをした稲
いね

がしっかりと育
そだ

ちました。いよいよ稲刈
い ね か

りです。 

 子
こ

どもたちは鎌
かま

で稲
いね

を刈
か

る感覚
かんかく

がとても気持
き も

ちがよかったようで、ほとんどの子
こ

が

まだ刈
か

りたいと言
い

っていました。地域
ち い き

の方のご厚意
こ う い

で貴重
きちょう

な体験
たいけん

が出来
で き

ました。あり

がとうございました。 

  



稲刈りを体験しました（５年生） 

 ６月に田植えをした稲が立派に実り、稲刈りを体験することができました。ほとんどの子

どもたちが初めてのということで、貴重な体験でした。最初はなかなかうまく刈れませんで

したが、少し慣れると上手になって、調子が出た頃に終了しました。日本人の主食である米

作りを実際に体験することは大切なことですので、来年以降も５年生の田植え、稲刈りは継

続していきたいと考えています。ＪＡの富田さん、田んぼのオーナーの國森さんには、本当

にお世話になりました。 

 

地域の方が授業の手伝いをしてくださる機会が徐々に増えてきました 

 学校だよりでも紹介しましたが、「地域連携活動支援員」として、牧佳子さんが、２学期か

ら定期的に学校に来てくださり、コーディネートしてくださるおかげで、授業の支援をして

くださる地域の方が学校に来られることが、増えてきました。 

・３年生の書写の授業・・・初めて毛筆を習うので、子どもたちの手をとって一緒に書いて

くださると上達も違います。 

・５年生の家庭科の授業・・ミシンを使う時に、ミシンの調子が悪くなっても担任１人では 

複数のミシンに対処しきれません。 

・家庭科クラブの調理・・・包丁や火を使う時に、より安全になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※地域の方の力を借りると効果的な場面をしっかり考えて、今後さらに機会を増やしてい 

きたいと思っています。 
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